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赤で染色されている。 図 2 ケラトサイトの顕微鏡画像
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の Myosin II 濃度で表現する。各頂点に (1) 面積・形状保存力
(2)Myosin II 収縮による引き込み力 (3) アクチン Retrograde










3.3 Myosin II と力
Myosin II によってアクチンを内部に引き込む力が生じてい
る。この力は Myosin II の濃度が高い程強い力となる。このこ




細胞内に存在する Myosin II の量が限られていること、Myosin
II 集積は分子移動をに要する遅延が考えられること、これらを
包括したミオシン濃縮ダイナミクスを定義する。
3.4 Retrograde ow と粘性抵抗・摩擦力の関係
これまでに挙げた力の合力がアクチンフィラメントの Retro-
grade ow (速度 ui) を生み出す。細胞内は非常に粘性が高く、
慣性が実質的に無視できるとすると、mduidt を 0として ui が求
まる。細胞内の粘性による抵抗力は ui に比例する力である。摩
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図 4 モデル変更点のイメージ図
図 5 ケラトサイトモデルシミュレーション結果
